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八
〇

は
じ
め
に

　
「
女
書
習
俗
」
と
は
、二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
「
中
国
国
家
級
非
物
質
文
化
遺
産
名
録（

（
（

」（「
非
物
質
文
化
遺
産
」

を
以
下
「
無
形
文
化
遺
産
」
と
い
う
）
に
登
録
さ
れ
た
「
女
書
」
と
そ
れ
に
関
連
す
る
民
俗
風
習
を
統
括
し
た

文
化
現
象
の
名
称
で
あ
る
。「
女
書
」
は
、
中
国
湖
南
省
江
永
県
一
帯
の
山
村
で
発
見
さ
れ
た
、
女
性
し
か
読

み
書
き
で
き
な
い
文
字
（
以
下
は
「
女
書
文
字
」
と
い
う
）
と
、
そ
の
文
字
で
綴
っ
た
韻
文
体
の
詩
歌
（
以
下

は
「
女
書
歌
」
と
い
う
）
と
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ
た
小
冊
子
や
物
品
（
以
下
は
「
女
書
作
品
」
と
い

う
）
を
指
す
。
女
書
文
字
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
い
ま
ま
で
の
研
究

者
に
よ
っ
て
収
集
で
き
て
い
る
文
献
に
よ
れ
ば
、
三
〇
〇
―
五
〇
〇
年
ぐ
ら
い
の
歴
史
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う

説
が
現
在
最
も
有
力
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
男
女
平
等
政
策
が
実
施
さ
れ
、
女
性
も
漢
字
教
育

を
受
け
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
、
女
書
文
字
は
そ
の
使
用
価
値
を
失
い
、
さ
ら
に
、
旧
い
文
化
を
一
掃
す
る

革
命
運
動（

（
（

に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、
女
書
習
俗
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
八
十
年
代
に
入
り
、
中
国

で
民
間
文
学
研
究
が
復
活
す
る
と
、
民
俗
文
化
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
訪
れ
た
学
者
は
そ
の
存
在
を
知
り
、

調
査
報
告
で
紹
介
し
、「
女
書
文
字
」
は
「
奇
特
文
字
」
と
し
て
学
術
界
で
話
題
を
集
め
た
。
そ
れ
を
機
に
、

マ
ス
コ
ミ
界
や
書
道
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
と
少
し
ず
つ
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
初
期
に
な
る
と
、
伝
統
文
化
の
保
護
と
伝
承
の
活
動
が
世
界
中
で
盛
ん
に
な

り
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、「
女
書
文
字
」
は
世
界
で
唯
一
の
、
女
性
間
で
し
か
使
わ
れ
ず
、
女
性
間
で
し
か
伝
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無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

承
し
な
い
文
字
と
見
な
さ
れ
、
重
要
保
存
書
類
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
の
第
一
回
「
中
国
档
案
文
献
遺
産
名

録（
（
（

」
に
登
録
さ
れ
た
。

　

翌
二
〇
〇
三
年
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
，U

N
ESCO

）
が
「
無
形
文
化
遺
産
の
保

護
に
関
す
る
条
約
」（Convention for the Safeguarding of the Intangible Cultural H

eritage

）（
以

下
は
「
条
約
」
と
略
す
）
を
採
択
す
る
と
、中
国
で
は
国
を
挙
げ
て
の
「
申
遺
熱
」（
無
形
文
化
遺
産
申
請
ブ
ー

ム
）
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
条
約
は
、
特
に
生
活
水
準
が
低
い
辺
境
の
地
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
地
元
の

伝
統
文
化
を
利
用
し
て
地
域
を
活
性
化
し
、
生
活
水
準
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
い
う
活
動
の
刺
激
と
な
る
。
女

書
の
故
郷
で
あ
る
江
永
県
も
、「
世
界
唯
一
」
で
あ
る
と
誇
る
「
女
書
文
字
」
に
そ
の
希
望
を
託
し
、「
無
形
文

化
遺
産
」
と
し
て
申
請
す
る
よ
う
動
き
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
条
約
」
で
明
記
さ
れ
た
無
形
文
化
遺
産
の
定

義
で
は
「
女
書
文
字
」
の
み
で
の
申
請
は
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
県
政
府
は
学
者
や
上
級
機
関
か

ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
女
書
文
字
と
そ
の
文
献
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
女
書
歌
と
そ
の

吟
唱
表
現（

（
（

、
ま
た
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
「
女
紅（

（
（

」・「
坐
歌
堂（

（
（

」・「
賀
三
朝（

（
（

」・「
結
交
姉
妹（

（
（

」
な
ど
、
現
地
の
女

性
た
ち
の
日
常
生
活
で
行
わ
れ
る
一
連
の
行
事
や
風
習
を
統
括
し
た
「
女
書
習
俗
」
と
し
て
申
請
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
文
字
の
み
で
な
く
、
女
性
の
風
習
と
い
う
場
及
び
口
頭
伝
承
を
含
ん
だ
「
女
書
習
俗
」
と
い
う

呼
び
方
が
生
ま
れ
た
。「
女
書
習
俗
」
は
、「
中
国
国
家
級
無
形
文
化
遺
産
名
録
」
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
知
名
度
が
一
層
ア
ッ
プ
し
、
国
内
外
か
ら
の
調
査
や
取
材
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
学
ぶ
目
的
で
現



一
八
二

地
に
訪
れ
る
人
も
増
加
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
の
「
女
書
習
俗
」
は
「
条
約
」
の
定

義
に
合
致
し
な
い
状
態
に
な
り
つ
つ
も
あ
る
。

　

筆
者
は
文
化
人
類
学
者
で
も
民
俗
学
者
で
も
な
い
。
し
か
し
、
偶
然
に
も
十
数
年
研
究
を
続
け
て
い
た
女
書

が
、
無
形
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
大
き
く
変
異
し
て
い
く
様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
を
ど
う
受
け
止
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
戸
惑
う
う
ち
に
、
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
と
伝
承
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
女
書
歌
の
吟
唱
の
研
究
を
続
け
て
い
る
筆
者
が
こ
こ
十
数
年
の
現
地

調
査
で
得
た
資
料
に
基
づ
き
、
女
書
習
俗
の
保
護
と
伝
承
の
実
態
に
み
る
そ
の
変
異
を
考
察
し
、
無
形
文
化
遺

産
と
し
て
の
「
女
書
習
俗
」
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
探
る
。

　

な
お
、本
稿
で
は
個
別
に
述
べ
る
と
き
に
は
「
女
書
文
字
」「
女
書
歌
」「
女
書
作
品
」、そ
れ
ら
の
総
称
を
「
女

書
」、
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
述
べ
る
と
き
に
は
「
女
書
習
俗
」
の
表
記
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

一
、「
女
書
」
の
発
見
と
文
献
記
録

　

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
文
献
の
中
で
、
女
書
の
存
在
を
記
録
し
た
最
も
古
い
も
の
は
、
中
華
民
国
二
〇
年

（
一
九
三
一
年
）
に
曾
継
梧
が
編
著
し
た
『
湖
南
各
県
調
査
筆
記
』（
以
下
は
『
調
査
筆
記
』
と
略
す
）
で
あ
る
。

湖
南
省
政
府
委
員
だ
っ
た
曾
継
梧
が
湖
南
省
各
県
の
自
治
調
査
事
務
所
の
調
査
筆
記
に
よ
っ
て
編
集
し
た
上
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無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

下
二
冊
、
約
三
十
万
字
の
湖
南
省
の
地
理
に
関
す
る
参
考
書
で
あ
る
。
そ
の
『
調
査
筆
記
』
の
「
花
山
」
の
項

に
、
現
地
の
女
性
た
ち
が
女
神
を
祀
っ
て
い
る
「
花
山
廟
」
を
参
拝
す
る
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
述
し

て
い
る
。「
毎
年
五
月
に
各
村
の
女
性
た
ち
が
寺
参
り
に
来
る
。
彼
女
た
ち
は
扇
子
を
手
に
し
、
高
々
と
合
唱

し
た
後
、
扇
子
を
燃
や
し
て
祭
る
。
そ
の
扇
子
に
書
か
れ
た
文
字
は
小
さ
く
て
細
い
、
ま
る
で
モ
ン
ゴ
ル
文
字

の
よ
う
で
あ
る
。
全
県
に
お
い
て
も
こ
の
文
字
を
読
め
る
男
性
に
は
、
僕
は
出
会
っ
て
い
な
い（

９
）。」（

曾
継
梧　

一
九
三
一
年
、
上
・
九
十
九
頁
）。
し
か
し
こ
の
文
献
に
は
、
文
字
そ
の
も
の
と
歌
の
内
容
の
紹
介
は
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
発
見
と
記
録
は
世
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
次
の
文
献
の
発
見
と
記
録
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
直
後
の
五
十
年
代
周
碩
沂（

（1
（

（
一
九
二
六
―
二
〇

〇
六
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
江
永
県
文
化
館
に
勤
め
て
い
た
彼
は
子
供
の
と
き
に
父
親
に
聞
い
た
情

報
か
ら
、
女
性
し
か
知
ら
な
い
文
字
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
。
周
が
女
書
を
初

め
て
見
た
の
は
、
県
文
化
館
の
職
員
と
し
て
村
へ
文
化
教
育
普
及
指
導
に
行
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ど

の
村
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は
女
書
歌
が
歌
え
、
そ
の
中
に
女
書
文
字
を
読
み
書
き
で
き
る
女
性
が
二
～
三

人
は
い
た
そ
う
で
あ
る
。
周
は
、
訪
れ
た
村
の
女
書
達
人
（
女
書
文
字
が
読
み
書
き
で
き
る
女
性
）
で
あ
る
胡

慈
珠（

（1
（

（
一
九
〇
五
―
一
九
七
六
）
に
女
書
文
字
と
女
書
歌
の
歌
い
方
を
学
ん
で
い
る
。
初
め
は
そ
の
文
字
が
何

を
表
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
周
が
話
す
方
言
と
女
書
歌
で
歌
わ
れ
る
方
言
が
同
じ
な
の
で
、

胡
の
歌
い
方
を
覚
え
、
そ
の
発
音
と
文
字
を
照
合
し
て
い
く
う
ち
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
女
書
文
字
は
表
意
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文
字
で
は
な
く
表
音
文
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
、
周
は
「
県
志
」
の
編
集
を
任

さ
れ
て
い
た
。
周
は
女
書
文
字
と
女
書
歌
を
「
県
志
」
に
記
録
す
る
た
め
、
胡
と
共
同
で
「
蚊
形
字
」（
蚊
に

似
て
い
る
文
字
）
と
い
う
女
書
歌
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
を
女
書
文
字
で
書
き
、
こ
れ
を
「
県
志
」
に

収
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
県
志
」
は
、
周
が
革
命
運
動（

（1
（

で
失
脚
し
た
た
め
、
草
稿
の
ま
ま
に
留
ま
っ

た
。
一
九
七
九
年
、
革
命
運
動
が
終
り
、
周
は
名
誉
を
回
復
し
県
文
化
館
の
仕
事
に
復
帰
し
た
。
そ
し
て
、
周

は
、
草
稿
の
ま
ま
だ
っ
た
「
県
志
」
を
『
江
永
県
文
物
志
』（
以
下
は
『
文
物
志
』
と
略
す
）
と
し
て
再
編
集

す
る
こ
と
を
任
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
周
は
「
蚊
形
字
」
の
歌
を
女
書
の
晴
ら
し
さ
に
対
す
る
称
賛
、
封
建
社
会

の
男
尊
女
卑
に
対
す
る
批
判
、
新
中
国
成
立
後
、
女
性
の
地
位
が
向
上
し
た
誇
ら
し
い
気
持
を
と
り
上
げ
た
格

調
の
高
い
内
容
に
修
正
し
た
上
「
女
書
之
歌
」
と
改
名
し
て
、
女
書
伝
承
地
域
に
関
す
る
紹
介
と
女
書
文
字
が

依
存
す
る
現
地
の
方
言
と
と
も
に
載
せ
た
。
こ
う
し
て
、
女
書
歌
と
そ
の
発
音
が
初
め
て
文
献
に
記
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。『
文
物
志
』
は
、
一
九
八
二
年
に
湖
南
省
で
発
行
さ
れ
た
。

　

周
が
『
文
物
志
』
に
記
載
し
た
女
書
文
字
の
紹
介
は
、
中
南
民
族
学
院
教
員
宮
哲
兵
の
目
に
留
ま
り
、
宮
は

江
永
県
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
赴
い
た
。
そ
の
時
、
文
化
館
の
周
の
協
力
で
女
書
文
字
が
書
い
て
あ
っ
た
布

切
れ
が
見
つ
か
り
、
宮
は
そ
の
発
見
を
「
関
於
一
種
特
殊
文
字
的
調
査
報
告
―
湘
南
ヤ
オ
山
采
風
記（

（1
（

」
に
ま
と

め
『
中
南
民
族
学
院
学
報
』
に
発
表
し
、
そ
れ
に
学
者
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
、
国
内
外
か

ら
学
者
た
ち
が
現
地
に
足
を
運
び
、
調
査
報
告
や
研
究
論
文
、
著
書
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
九
十
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無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

年
代
初
期
に
は
、
女
書
習
俗
に
関
す
る
文
献
記
録
の
集

大
成
と
し
て
の
資
料
集
も
出
版
さ
れ
た
。
代
表
的
な
も

の
は
、『
女
書
―
―
世
界
唯
一
的
女
性
文
字（

（1
（

』（
宮
哲
兵
、

一
九
九
一
）、『
江
永
「
女
書
」
之
謎（

（1
（

』（
謝
志
民
、
一

九
九
一
）、『
中
国
女
書
集
成（

（1
（

』（
趙
麗
明
、
一
九
九
二
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
集
は
そ
の
後
の
女
書
習
俗
研

究
に
お
い
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

二
、
原
生
態（
（1
（

の
「
女
書
」
と
女
性
の
生
活

　

一
九
三
〇
年
代
の
女
書
に
ま
つ
わ
る
風
習
の
最
初

の
文
献
記
録
と
、
周
の
女
書
習
得
体
験
、
そ
れ
に
八
十

年
代
以
後
の
学
者
に
よ
る
現
地
調
査
及
び
収
集
さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
女
書
資
料
に
基
づ
き
、
原
生
態
の
女

書
と
女
書
に
関
連
す
る
風
習
や
生
活
の
様
子
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。

　

女
書
伝
承
地
域
は
山
の
ふ
も
と
の
自
然
が
豊
か
な

写
真
一
（
筆
者
撮
影
）、
女
書
伝
承
地
域
の
密
集
し
て

い
る
二
階
建
の
家
々
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と
こ
ろ
で
あ
る
。
昔
、
村
が
一
丸
と
な
っ
て
外
敵
か
ら
身
を
守
る
意
味
も
あ
っ
て
、
家
々
は
密
集
し
、
ほ
と
ん

ど
の
家
屋
は
二
階
建
て
で
あ
る
（
写
真
一
参
照
）。
嫁
ぐ
前
の
娘
は
よ
り
安
全
な
二
階
の
部
屋
に
住
ま
わ
せ
た

と
い
う
。
か
つ
て
、
村
の
漢
民
族
の
女
性
は
、
纏
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
畑
仕
事
は
せ
ず
、

家
で
炊
事
、
川
辺
で
洗
濯
を
す
る
ほ
か
は
、
刺
繍
を
し
た
り
家
族
の
服
や
靴
を
作
る
「
女
紅
」
を
す
る
の
が
主

な
役
割
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
気
の
合
う
女
性
同
士
で
「
結
交
姉
妹
」
の
風
習
が
あ
り
、
そ
う
し
た
女
性

た
ち
の
親
交
は
結
婚
後
も
続
く
。
日
本
に
お
け
る
女
書
文
字
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
遠
藤
織
枝
（
遠
藤
は
女

書
文
字
を
「
女
文
字
」
と
名
づ
け
た
）
は
、
現
地
で
行
な
っ
た
調
査
か
ら
、
こ
の
風
習
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
こ
の
地
の
女
性
た
ち
の
生
涯
で
最
も
幸
せ
な
娘
時
代
を
さ
ら
に
幸
せ
に
し
、楽
し
み
を
与
え
、

彩
り
を
添
え
る
の
が
「
結
交
姉
妹
」（「
結
拝
姉
妹
」
と
も
い
う
）
の
風
習
で
あ
る
」（
遠
藤
、
一
九
九
六
、
四

十
三
頁
）。
ま
た
当
時
の
調
査
対
象
だ
っ
た
、
唯
一
の
女
文
字
の
完
全
な
書
き
手
で
あ
る
陽
煥
宜
を
具
体
例
に

上
げ
、
陽
は
「
仲
の
い
い
三
人
の
友
だ
ち
と
「
結
交
姉
妹
」
を
し
た
。
み
な
一
〇
歳
か
一
一
歳
で
、
い
つ
も
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、家
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
し
た
。
陽
煥
宜（

（1
（

に
は
実
の
姉
が
一
人
い
た
が
、そ
の
姉
と
よ
り
「
結

交
姉
妹
」
の
姉
妹
の
方
が
ず
っ
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
」（
遠
藤
、一
九
九
六
、四
十
四
頁
）
と
記
録
し
て
い
る
。

村
の
女
性
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
一
カ
月
も
前
か
ら
、
同
世
代
の
女
性
親
族
や
結
交
姉
妹
、
同
村
の
若

い
女
性
た
ち
が
こ
れ
か
ら
嫁
ぐ
女
性
の
部
屋
に
集
ま
り
、別
れ
を
惜
し
ん
で
、毎
日
一
緒
に
過
ご
し
た
。
ま
た
、

花
嫁
を
送
り
出
す
三
日
前
か
ら
は
、
女
性
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
り
、
花
嫁
が
「
花
驕
」（
花
嫁
輿
）
に
乗
る
ま
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で
歌
い
続
け
る
「
坐
歌
堂
」
が
あ
り
、
新
婚
三
日
目
に
は
花
婿
の
家
で
お
祝
い
の
女
書
歌
を
吟
唱
し
た
後
に
そ

の
歌
が
綴
ら
れ
た
小
冊
子
「
三
朝
書（

（1
（

」
を
花
嫁
に
渡
す
。
そ
し
て
「
賀
三
朝
」
の
後
、
花
嫁
が
お
祝
い
を
届
け

に
き
た
親
族
や
結
交
姉
妹
と
と
も
に
一
旦
実
家
に
戻
る
。
そ
の
後
は
特
定
の
行
事
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
子
供
が

生
ま
れ
る
ま
で
好
き
な
だ
け
実
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ヤ
オ
族
の
「
不
落
夫
家（

（2
（

」（
夫
の
家

に
住
ま
な
い
）
と
い
う
風
習
が
影
響
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
永
県
は
、
漢
民
族
以
外
に
少
数
民
族
の
ヤ
オ
族（

（2
（

が
五
〇
％
ほ
ど
混
住
し
て
い
る
た
め
、
民
俗
風
習
や
生
活

様
式
が
互
い
に
浸
透
し
合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
ヤ
オ
族
の
ほ
と
ん
ど
の
行
事
は
男
女
一
緒
に
行

わ
れ
る
が
、
女
書
習
俗
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
行
事
の
多
く
は
男
女
が
別
々
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。
行
事
の
と

き
に
集
ま
っ
た
女
性
た
ち
は
、
手
料
理
や
自
宅
で
収
穫
し
た
食
べ
物
を
持
ち
寄
り
食
べ
比
べ
た
り
、
自
分
の
刺

繍
し
た
品
や
刺
繍
デ
ザ
イ
ン
を
見
せ
合
っ
て
交
流
し
た
り
、
自
由
に
そ
の
時
間
を
過
ご
し
た
。
す
な
わ
ち
、
女

書
伝
承
地
域
に
は
、
女
性
た
ち
が
男
性
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
女
性
同
士
で
思
う
存
分
に
楽
し
む
時
間
と

空
間
が
与
え
ら
れ
て
い
た
「
女
性
社
会
」
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
女
性
の
み
の
時
間
と
空
間
に
欠
か

せ
な
い
も
の
が
歌
で
あ
り
、
歌
う
こ
と
は
現
地
の
女
性
た
ち
の
最
大
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
歌
や
踊
り

を
好
む
少
数
民
族
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
即
興
で
歌
う
ヤ
オ
族
の
歌
は

明
る
く
て
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
男
女
の
掛
け
合
い
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
書
歌
は
日
常
生
活
の
苦
し
み
や
悲

し
み
を
女
性
同
士
で
歌
い
合
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
女
た
ち
の
娘
時
代
と
結
婚
後
の
生
活
の
違
い
に
よ
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る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
漢
民
族
は
、
親
が
結
婚
相
手
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

自
由
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
た
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、見
知
ら
ぬ
相
手
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
か
ら
の
暮
ら
し
は
、

辛
い
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
生
活
の
様
子
を
描
い
た
民
謡
「
一
歳
女
」
は
女
の
子
の
一
歳

か
ら
二
十
歳
ま
で
の
成
長
ぶ
り
を
描
く
数
え
歌
で
あ
る
。
娘
た
ち
は
両
親
と
親
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
び
の

び
と
育
ち
、
や
が
て
女
紅
が
一
人
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
親
の
誇
り
で
あ
る
娘
と
し
て
嫁
い
で
い

く
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
付
録
１
参
照
）。
も
う
一
つ
は
、女
性
に
愛
唱
さ
れ
た
「
十
二
月
老
同
歌
」
で
あ
る
。

嫁
ぐ
年
頃
に
な
っ
た
女
性
た
ち
の
一
年
が
ひ
と
月
ご
と
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
年
の
前
半
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
娘
で
あ
る
が
、
仲
人
が
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
境
に
、
嫁
ぐ
日
が
近
い
こ
と
を
覚
り
落
ち
込
む

様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
付
録
2
参
照
）。
女
性
た
ち
は
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
同
じ
よ
う
な
運
命
を
辿
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
女
性
同
士
で
、
自
ら
の
気
持
ち
を
女
書
歌
に
綴
り
、
女
書
歌
を
介
し
て
互
い
の
気
持
ち

を
交
流
し
あ
う
こ
と
で
、
心
の
憂
い
を
晴
ら
し
、
慰
め
あ
い
、
支
え
合
っ
て
き
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

女
書
歌
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
は
女
性
間
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
簡
で
あ
る
。
書
簡
と
い
っ
て
も
、
わ

れ
わ
れ
が
現
在
書
い
て
い
る
よ
う
な
文
字
だ
け
の
文
章
で
は
な
く
、
韻
文
体
の
歌
を
、
吟
唱
し
て
聞
か
せ
、
そ

の
後
に
相
手
に
手
渡
す
も
の
で
あ
る
。
女
書
伝
承
地
域
は
山
麓
に
位
置
し
、
村
と
村
の
距
離
は
遠
く
離
れ
合
っ

て
い
る
た
め
、
訪
ね
て
行
く
と
き
に
は
必
ず
数
日
間
は
滞
在
す
る
。
特
に
結
交
姉
妹
に
は
互
い
の
家
に
招
待
し
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合
う
習
慣
が
あ
っ
た
。
数
日
一
緒
に
「
女
紅
」
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
こ
に
お
互
い
の
生
活

苦
や
気
持
ち
を
打
ち
明
け
合
う
交
流
の
場
が
で
き
た
。
彼
女
た
ち
は
、
日
頃
の
自
分
の
気
持
ち
を
歌
に
し
、
女

書
文
字
で
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

　

例
一
は
、
周
に
女
書
を
教
え
た
胡
慈
珠
が
結
交
姉
妹
の
義
年
華（

（2
（

（
一
九
〇
七
―
一
九
九
一
）
か
ら
も
ら
っ
た

歌
で
あ
る
。
胡
は
義
を
自
宅
に
招
待
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
義
と
結
交
姉
妹
に
な
っ
た
。
そ
の
三
年
後
、
今

度
は
義
が
胡
を
自
宅
に
招
待
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
歌
に
し
た
た
め
、胡
の
家
を
訪
ね
る
。
義
は
胡
の
家
で
、

そ
の
場
に
い
る
人
た
ち
に
向
け
て
、
自
分
の
気
持
ち
と
身
の
上
の
話
を
歌
っ
て
い
る
。
歌
は
一
三
六
句
に
も
及

ぶ
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
こ
の
歌
の
内
容
か
ら
原
生
態
の
女
書
と
当
時
の
女
性
の
生
活
ぶ

り
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
一
、
義
年
華
作
（
宮
哲
兵
、
一
九
九
一
、
一
九
四
～
一
九
八
頁
、
筆
者
訳
）

　
　
（
前
略
）

　

今
日
紅
書
來
奉
請　
　
　

今
日
は
赤
い
冊
子
で
お
誘
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

要
接
姐
娘
過
中
秋　
　
　

お
姉
さ
ん
を
迎
え
て
中
秋
節
を
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
た
い

　

到
我
低
門
住
幾
日　
　
　

我
の
狭
い
家
に
来
て
、
何
日
か
お
泊
り
く
だ
さ
い

　

難
比
姐
娘
禮
義
家　
　
　

お
姉
さ
ん
の
お
宅
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
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（
中
略
）

　

結
交
三
年
成
骨
肉　
　
　

結
交
姉
妹
に
な
っ
て
三
年
、
い
ま
は
肉
親
の
よ
う
な
関
係
と
な
り

　

只
靠
姐
娘
開
我
心　
　
　

心
の
頼
り
ど
こ
ろ
は
私
を
慰
め
て
く
れ
る
お
姉
さ
ん
だ
け

　

久
久
坐
攏
同
細
説　
　
　

久
々
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
胸
の
内
を
語
り
合
い

　

告
訴
姐
娘
痛
惜
身　
　
　

お
姉
さ
ん
に
伝
え
て
我
が
身
の
哀
れ
を
同
情
し
て
ほ
し
い

　

我
啊
在
家
命
薄
女　
　
　

私
ね
、
娘
の
時
代
も
不
運
な
女
の
子

　

四
歲
沒
爹
愛
惜
身　
　
　

四
歳
で
父
親
が
死
に
大
事
に
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た

　

只
看
公
公
剛
强
在　
　
　

た
だ
元
気
で
逞
し
い
祖
父
が
い
て
く
れ
て

　

七
十
年
來
教
囑
身　
　
　

七
十
歳
の
高
齢
で
私
を
育
て
て
く
れ
た

　
　
（
中
略
）

　

到
他
九
年
上
十
載　
　
　

結
婚
後
九
年
経
ち
、
十
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
た
年
に

　

見
下
嬌
兒
我
心
歡　
　
　

息
子
が
授
か
っ
た
私
の
喜
び
は
言
う
ま
で
も
な
い

　

我
兒
養
了
是
三
歲　
　
　

だ
が
、
三
歳
に
な
っ
た
息
子
が

　

口
内
起
疳
落
陰
曹　
　
　

口
内
炎
が
酷
く
、
あ
の
世
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た

　

子
死
陰
曹
如
刀
割　
　
　

子
供
に
夭
折
さ
れ
て
断
腸
の
思
い

　

三
歲
嬌
兒
早
知
天　
　
　

息
子
は
三
歳
で
早
も
天
国
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
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（
中
略
）

　

再
復
我
夫
亦
落
朝　
　
　

今
度
は
夫
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

　

小
女
將
來
一
歲
滿　
　
　

末
っ
子
の
娘
が
ま
だ
一
歳
に
も
な
っ
て
い
な
い
と
き

　
　
（
中
略
）

　

哭
聲
夫
來
哭
聲
子　
　
　

息
子
を
泣
い
て
は
夫
を
泣
き

　

哭
聲
子
來
哭
聲
夫　
　
　

夫
を
泣
い
て
は
息
子
を
泣
く

　
　
（
中
略
）

　

來
到
貴
家
同
細
說　
　
　

お
宅
に
来
て
み
ん
な
に
す
べ
て
を
語
る

　

説
起
可
憐
無
弟
兄　
　
　

そ
れ
に
、
自
分
は
兄
弟
が
い
な
い
憐
れ
な
身
で
も
あ
る

　

本
是
確
如
親
姐
妹　
　
　

あ
な
た
と
は
本
当
に
実
の
姉
妹
の
よ
う
に
な
り

　

可
比
同
娘
同
母
身　
　
　

ま
る
で
同
じ
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る

　
　
（
後
略
）

　

女
書
歌
の
文
体
は
基
本
的
に
は
上
下
対
句
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
綴
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
歌

い
手
は
学
校
教
育
を
う
け
た
こ
と
の
な
い
農
婦
た
ち
な
の
で
、
起
承
転
結
の
構
文
や
、
律
詩
の
よ
う
な
押
韻
に

は
こ
だ
わ
ら
ず
、あ
く
ま
で
も
思
い
の
流
れ
の
ま
ま
に
「
細
説
」（
詳
し
く
訴
え
）
を
語
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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次
は
、
結
婚
の
風
習
の
一
つ
で
あ
る
賀
三
朝
に
関
連
し
た
女
書
歌
三
朝
書
を
紹
介
す
る
。
三
朝
書
は
収
集
さ

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
女
書
歌
の
資
料
の
中
で
最
も
数
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
賀
三
朝
は
、
中
国
で
は
広
い
範
囲

で
行
わ
れ
る
風
習
で
あ
る
。
た
だ
し
、
女
書
伝
承
地
域
で
は
、
他
の
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
三
朝
書
の
吟
唱
披

露
と
贈
呈
が
あ
る
。「
義
理
の
姉
妹
や
、
叔
母
、
実
の
姉
妹
な
ど
が
別
れ
を
惜
し
み
、
婚
家
で
の
幸
せ
を
祈
る

歌
を
書
い
た
三
朝
書
を
も
ら
う
こ
と
は
、
そ
の
娘
の
教
養
の
あ
か
し
と
も
さ
れ
た（

（2
（

」（
遠
藤
織
枝
、
二
〇
〇
三
、

十
八
頁
）
と
さ
れ
る
。

　

例
二
は
『
中
国
女
書
集
成
』（
趙
麗
明
、
一
九
九
二
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
何
淵
村
で
収
集
さ
れ
た
作
者

不
明
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
三
朝
書
の
一
節（

（2
（

で
あ
る
。
な
お
、
本
字
に
は
筆
者
が
修
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。

例
二
、
作
者
不
明
（
趙
麗
明
、
一
九
九
二
、
六
十
～
六
十
二
頁
、
筆
者
訳
）

　

朱
筆
提
言
書
本
道　

ペ
ン
を
握
り
、
歌
を
冊
子
に
し
た
た
め

　

三
個
在
樓
眼
淚
飄　

結
交
姉
妹
三
人
は
二
階
の
部
屋
で
涙
を
流
す

　

前
日
忙
忙
送
出
你　

先
日
慌
た
だ
し
く
あ
な
た
を
お
送
り
出
し

　

路
中
分
離
好
悲
傷　

道
中
で
の
お
別
れ
は
本
当
に
悲
し
か
っ
た

　
　
（
中
略
）



一
九
三

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

　

粗
寫
兩
行
到
貴
府　

へ
た
な
歌
を
綴
り
、
新
婚
の
家
を
訪
れ　

　

恭
賀
姐
娘
步
步
高　

お
姉
さ
ん
が
ま
す
ま
す
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す

　

龍
閣
鳳
凰
去
出
色　

龍
閣
（
花
婿
の
家
）
に
鳳
凰
（
花
嫁
）
が
加
わ
っ
て
一
層
素
晴
ら
し
く
な
り

　

樣
樣
齊
全
如
四
邊　

す
べ
て
が
完
璧
で
、
周
り
に
見
劣
り
が
し
な
い

　
　
（
中
略
）

　

已
是
不
由
跟
禮
走　

し
き
た
り
に
従
っ
て
仕
方
な
く
嫁
い
だ
以
上

　

寬
帶
六
親
不
哭
愁　

婚
家
の
六
親
（
一
族
）
を
優
し
く
扱
い
、
悲
し
い
と
き
に
も
泣
か
な
い
で

　
　
（
中
略
）

　

再
說
高
親
請
放
諒　

そ
し
て
、
花
婿
の
ご
両
親
よ
、
ご
高
配
を
お
願
い
し
ま
す

　

加
早
回
程
三
二
朝　

二
、
三
日
早
く
花
嫁
の
里
帰
り
を
お
許
し
く
だ
さ
い

　

儂
要
依
歸
在
樓
上　

お
姉
さ
ん
、
里
帰
り
に
は
私
た
ち
の
二
階
の
部
屋
に
お
戻
り
く
だ
さ
い

　

始
得
三
個
少
淚
流　

そ
れ
で
こ
そ
私
た
ち
妹
三
人
は
こ
れ
以
上
泣
か
ず
に
済
む
で
し
ょ
う

　
　
（
後
略
）

　

こ
の
歌
は
、四
人
の
結
交
姉
妹
の
う
ち
、最
年
長
で
あ
る
姉
が
嫁
い
だ
際
、妹
た
ち
三
人
が
姉
に
向
け
て
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。ま
ず
初
め
に
姉
と
の
別
れ
と
そ
の
悲
し
み
が
表
現
さ
れ
、そ
の
後
は
延
々
と
結
交
姉
妹
に
な
っ



一
九
四

た
娘
時
代
に
互
い
が
過
ご
し
た
楽
し
い
日
々
の
思
い
出
が
続
く
。
歌
の
中
ほ
ど
で
よ
う
や
く
祝
い
と
祈
り
が
述

べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
ま
た
結
交
姉
妹
の
話
に
戻
る
。
後
半
は
仕
方
な
く
嫁
い
だ
姉
を
慰
め
、
婚
家
で
の
行

い
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
最
後
に
、
花
婿
の
両
親
に
少
し
で
も
早
く
花
嫁
を
実
家
に
帰
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

み
、
花
嫁
の
姉
に
、
戻
っ
た
ら
私
た
ち
三
人
に
会
い
に
来
て
ほ
し
い
、
そ
れ
以
上
涙
を
流
さ
な
い
よ
う
に
、
と

締
め
括
っ
て
い
る
。
ど
の
三
朝
書
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
似
か
よ
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
結
婚
を
祝
う
以
上
に
別
れ
が

た
い
辛
さ
が
綴
ら
れ
、
当
時
の
女
性
同
士
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
地
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
毎
年
旧
暦
五
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
行
わ
れ
る
「
花
山
廟
祀
り（

（2
（

」
も
重
要
な

行
事
で
あ
る
。
前
述
し
た
『
調
査
筆
記
』「
花
山
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
た
行
事
で
あ
り
、
女
書
発
見
の
き
っ

か
け
で
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
女
性
た
ち
は
自
分
の
神
「
姑
婆
神（

（2
（

」
を
讃
え
儀
式
の
歌
を
合
唱

す
る
ほ
か
に
、
個
人
の
願
い
掛
け
の
女
書
歌
が
あ
る
。
女
性
た
ち
は
各
々
の
頼
み
こ
と
を
紙
に
書
い
て
、
歌
っ

た
後
は
そ
の
場
で
焚
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
例
三
は
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
夫
が
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
神

に
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

例
三
、
作
者
不
明
（
宮
哲
兵
、
一
九
九
五
、
五
十
六
～
五
十
七
頁
、
筆
者
訳
）

　
　
（
前
略
）



一
九
五

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

　

我
夫
名
叫
唐
有
義　
　
　

夫
の
名
前
は
唐
有
義
で
あ
り

　

三
年
以
前
走
廣
西　
　
　

三
年
前
に
広
西
に
出
か
け
た

　

走
到
廣
西
不
回
轉　
　
　

広
西
に
出
か
け
た
ま
ま
戻
ら
ず

　

不
知
身
落
哪
一
方　
　
　

い
ま
は
ど
こ
に
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い

　

抛
下
我
來
空
房
守　
　
　

私
は
残
さ
れ
て
空
っ
ぽ
の
家
を
守
り

　

又
有
一
兒
兩
朵
花　
　
　

幼
い
息
子
が
一
人
と
娘
が
二
人
い
る

　

田
地
工
夫
沒
人
做　
　
　

畑
仕
事
を
や
る
人
が
お
ら
ず

　

各
樣
事
情
我
獨
當　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
私
一
人
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

想
來
想
去
無
路
走　
　
　

こ
う
で
も
あ
あ
で
も
行
く
道
が
な
く

　

透
夜
不
眠
透
夜
憔　
　
　

一
晩
眠
れ
ず
朝
ま
で
悩
ん
で
し
ま
う

　

始
我
修
書
來
許
願　
　
　

初
め
て
嘆
願
書
を
し
た
た
め
て
お
願
い
に
あ
が
り

　

奉
請
姑
婆
顯
神
靈　
　
　

神
様
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い

　
　
（
後
略
）

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
原
生
態
の
女
書
歌
は
い
ず
れ
も
女
性
た
ち
の
生
活
の
細
部
ま
で
が
描
か
れ
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
要
素
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
女
書
歌
と
女
性
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
常
に
密
着
し
た
関
係
に



一
九
六

あ
り
、
女
書
歌
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
も
の
は
、
女
性
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
と
そ
の
暮
ら
し
の
中
に
お
け
る
女
性

た
ち
の
感
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
研
究
対
象
と
な
っ
た
「
女
書
」

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
女
書
の
発
見
か
ら
世
の
研
究
対
象
と
な
る
ま
で
に
は
、
ほ
ぼ
半
世
紀
の
道
の
り
が
あ
っ

た
。
注
目
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
女
書
の
文
字
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昔
の
「
人
走
書
焚
」（
現
地
の
女
性

が
亡
く
な
っ
た
と
き
所
持
し
た
女
書
作
品
を
陪
葬
品
と
し
て
燃
や
す
）
と
い
う
女
書
の
風
習
と
新
中
国
成
立
後

の
「
破
旧
立
新
」（
古
い
風
俗
習
慣
・
思
想
・
文
化
な
ど
を
捨
て
て
新
し
い
も
の
を
打
ち
立
て
る 

）
運
動
に
よ
っ

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
女
書
資
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
当
時
、
注
目
の
対
象
は

女
書
の
文
字
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
者
た
ち
は
村
か
ら
村
へ
と
必
死
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
探
す
一
方
、
当

時
健
在
だ
っ
た
女
書
達
人
義
年
華
と
高
銀
仙（

（2
（

（
一
九
〇
二
―
一
九
九
〇
）
に
女
書
歌
を
作
ら
せ
て
、
女
書
文
字

を
収
集
し
た
。

　

一
九
八
六
年
、
宮
は
女
書
達
人
高
銀
仙
を
武
昌
の
自
宅
に
迎
え
、
専
用
の
部
屋
を
用
意
し
て
高
に
毎
日
女
書

を
書
か
せ
た
と
い
う
。
例
四
は
『
女
書
―
世
界
唯
一
的
女
性
文
字
』（
三
一
四
頁
）
に
載
る
、
宮
宅
で
毎
日
女

書
を
書
い
て
い
た
と
き
の
高
銀
仙
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
故
郷
に
帰
り
た
い
気
持
ち
を
描
い
た
女
書
歌

で
あ
る
。



一
九
七

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

例
四
、
高
銀
仙
作
（
宮
哲
兵
、
一
九
九
一
、
三
一
四
頁
、
筆
者
訳
）

　
　
（
前
略
）

　

我
在
綉
樓
無
別
事
，　
　
　
　
　
　

私
は
部
屋
で
は
ほ
か
に
や
る
こ
と
は
な
く

　

全
部
修
書
做
文
章
。　
　
　
　
　
　

す
べ
て
の
時
間
で
女
書
歌
を
書
い
て
い
る

　

我
今
來
到
這
樣
久
，　
　
　
　
　
　

私
は
今
日
ま
で
こ
ん
な
に
長
い
月
日
が
経
っ
て
し
ま
い

　

站
不
安
坐
不
安
，　
　
　
　
　
　
　

も
う
い
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り

　

脚
踏
蓮
花
要
回
家
。　
　
　
　
　
　

蓮
の
花
の
よ
う
な
足
（
纏
足
の
た
と
え
）
で
家
路
を
踏
み
た
い

　
　
（
中
略
）

　

在
你
家
中
好
過
日
，　
　
　
　
　
　

お
宅
に
来
て
か
ら
良
い
日
々
を
過
す
こ
と
が
で
き

　

可
比
觀
音
坐
蓮
花
。　
　
　
　
　
　

ま
る
で
観
音
さ
ま
が
蓮
の
花
に
座
っ
て
い
る
よ
う
だ

　

深
山
不
是
娘
住
處
，　
　
　
　
　
　

し
か
し
遠
く
離
れ
た
都
会
は
私
の
住
む
と
こ
ろ
で
は
な
い

　

人
生
豈
不
思
家
鄉
。　
　
　
　
　
　

人
生
に
お
い
て
は
故
郷
を
偲
ば
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う

　

先
生
你
要
有
心
又
有
意
，　
　
　
　

先
生
は
も
し
も
優
し
い
気
持
ち
で
私
を
理
解
し
て
く
れ
る
な
ら

　

你
要
送
我
回
家
轉
。　
　
　
　
　
　

ど
う
か
私
を
家
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い



一
九
八

　

書
く
歌
が
な
く
な
っ
た
高
は
、
例
五
の
よ
う
な
非
韻
文
体
の
文
章
も
書
い
て
い
る
。

　

例
五
、（
宮
哲
兵
、
一
九
九
一
、
二
七
〇
頁
、
筆
者
訳
）

　
　

我
是
江
永
縣
上
江
墟
鄉
政
府
下
新
屋
大
隊
普
美
村
高
銀
仙
寫
書
一
些
女
文 

　
　

�（
私
は
江
永
県
上
江
墟
郷
政
府
下
新
屋
大
隊
普
美
村
高
銀
仙
で
あ
り
、
い
く
ら
か
女
書
を
書
い
た
。

　

原
生
態
の
女
書
歌
に
は
韻
文
で
は
な
い
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、女
書
歌
は
必
ず
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
、

節
ま
わ
し
を
し
て
伝
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
も
多
く
女
書
歌
が
集
収
し
て
あ
る
『
中
国
女
書

合
集（

（2
（

』
の
第
二
巻
（
高
銀
仙
の
巻
）、
第
三
巻
（
義
年
華
の
巻
）、
第
四
巻
（
陽
煥
宜
の
巻
）
の
い
ず
れ
に
も
非

韻
文
体
の
も
の
が
あ
る
。
高
の
孫
娘
胡
美
月（

（2
（

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

当
時
、
学
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
誰
も
が
女
書
文
字
を
欲
し
が
り
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
祖
母
に
女
書
文
字

を
求
め
た
。
初
め
は
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
昔
の
女
書
歌
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
に
女
性
の
間
で
流
行
し

て
い
た
民
謡
や
民
歌
、最
終
的
に
は
こ
れ
ま
で
女
書
で
は
書
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た「
な
ぞ
な
ぞ
」や「
童
謡
」、

学
者
と
の
非
韻
文
の
手
紙
文
ま
で
も
女
書
文
字
で
書
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
女
書

達
人
た
ち
も
、
交
通
が
不
便
な
村
に
遠
方
か
ら
訪
れ
た
学
者
の
女
書
文
字
収
集
に
協
力
し
て
、
内
容
や
文
体
を

問
わ
ず
、
次
々
と
書
い
た
。



一
九
九

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

　

実
際
に
は
、
学
者
た
ち
の
論
文
や
著
書
に
よ
れ
ば
、
書
い
て
も
ら
っ
た
女
書
歌
を
も
ら
っ
た
際
に
は
必
ず
音

声
も
収
録
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
出
版
さ
れ
た
女
書
研
究
の
論
文
や
著
書
、
特
に
女
書
の
作
品
集
に
は
音
声

資
料
は
ほ
と
ん
ど
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

四
、「
女
書
習
俗
」
の
現
状

　

九
十
年
代
ま
で
は
、
江
永
県
を
訪
れ
る
の
は
、
数
限
ら
れ
た
学
者
と
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
数
名
の
書
道
家
で

あ
っ
た
が
、
女
書
の
注
目
度
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
二
〇
〇
二
年
、
女
書
が
『
中
国
檔
案
文
献
遺

産
リ
ス
ト
』
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
江
永
県
政
府
も
女
書
を
重
要
視
し
始
め
、
そ
の
宣
伝
の
役
割
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
県
宣
伝
部
の
管
轄
下
に
「
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
セ
ン
タ
ー（

（3
（

」
が
置
か
れ
、
女
書

伝
承
地
域
の
浦
尾
村
に
「
女
書
園（

（3
（

」（
女
書
資
料
博
物
館
、
写
真
二
参
照
）
を
建
設
し
、
二
〇
〇
三
年
と
二
〇

一
〇
年
に
併
せ
て
八
名
の
女
書
伝
承
者（

（3
（

を
認
定
し
、
女
書
を
続
け
る
よ
う
に
補
助
金
を
出
し
て
応
援
し
た
。
し

か
し
、
今
日
で
は
、
女
紅
、
結
交
姉
妹
、
賀
三
朝
な
ど
か
つ
て
日
常
生
活
で
自
然
に
行
わ
れ
て
い
た
口
頭
伝
承

の
「
場
」
は
な
い
。
漢
字
の
基
礎
が
あ
る
現
在
の
女
性
た
ち
は
女
書
文
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
数
ヶ
月
も
か

か
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
女
書
歌
の
吟
唱
は
な
か
な
か
マ
ス
タ
ー
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
女
書
歌
に
特
有
の
押

韻
ル
ー
ル
と
そ
れ
に
対
応
す
る
吟
唱
ル
ー
ル
が
あ
り
、
学
校
で
学
ぶ
漢
詩
と
も
異
な
る
の
で
、
そ
れ
が
わ
か
ら

な
い
と
女
書
歌
の
吟
唱
も
、
新
し
い
歌
の
創
作
も
で
き
な
い
。
例
六
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。



二
〇
〇

例
六
、
胡
美
月
作
（
劉
斐
玟
、
二
〇
一
四
、
三
三
二
頁
）

　

新
建
女
書
園
風
光　
　
　

�

新
装
の
女
書
園
は
素
晴
ら
し
い
姿

　

花
盆
齊
放
陽
光
下　
　
　

�

並
ん
だ
花
鉢
は
陽
光
の
下
で
花
を

咲
か
せ
て
い
る

　

紅
旗
飄
飄
迎
賓
客　
　
　

赤
旗
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
貴
賓
を
迎
え

　

鑼
鼓
喧
天
迎
歌
舞　
　
　

�

銅
鑼
や
太
鼓
の
音
空
高
く
響
き
、
歓

迎
の
歌
や
踊
り
で
賑
っ
て
い
る

　
（
後
略
）

　

例
六
は
胡
が
二
〇
〇
二
年
に
女
書
園
竣
工
を
祝
う
た
め
に

作
っ
た
女
書
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
原
生
態
女
書
歌
に
倣
い
七
言

句
の
韻
文
体
で
は
あ
る
が
、し
か
し
、歌
え
な
い
女
書
歌
で
あ
る
。

　

女
書
歌
は
上
下
対
句
を
一
単
位
と
し
て
歌
っ
て
い
く
。
吟
唱
す

る
と
き
、
上
下
句
、
特
に
下
句
（
偶
数
句
）
の
末
字
の
声
調
に
は

決
ま
り
が
あ
る
。
例
六
は
第
二
句
と
第
四
句
の
末
字
の
い
ず
れ
も

写真二（筆者撮影）、女書園（江永生態女書博物館とも呼ぶ）



二
〇
一

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

ル
ー
ル
に
合
っ
て
い
な
い
た
め
、
吟
唱
の
節
回
し
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
こ
の
女
書
歌
を
年
長
伝

承
者
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
途
中
で
詰
ま
っ
て
し
ま
い
歌
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
が
伝
わ
ら

な
い
要
因
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
年
長
伝
承
者
は
生
活
の
中
で
自
然
に
覚
え
た
の
で
、
ル
ー
ル
の
存
在

に
は
気
が
付
い
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
若
年
伝
承
者
は
自
ら
ル
ー
ル
を
探
っ
て
は
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
現
在
の
女
書
学
習
者
は
か
つ
て
の
女
性
の
よ
う
に
、
自
分
の
感
情
を
訴
え
る
た
め
に
女
書
歌
の
吟
唱

を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
外
部
の
人
に
披
露
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
の
人
の
多
く
は
、
聞
い

て
も
わ
か
ら
な
い
吟
唱
よ
り
も
本
字
訳
で
意
味
が
わ
か
る
女
書
文
字
を
求
め
て
く
る
の
で
、
女
書
の
吟
唱
は
蔑

ろ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
、
女
書
吟
唱
を
研
究
す
る
学
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
も
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
吟
唱
研
究
に
お

い
て
は
、
韻
文
文
体
と
そ
の
詩
律
や
押
韻
、
節
回
し
で
は
声
調
と
楽
音
の
関
係
、
詩
歌
の
リ
ズ
ム
、
特
に
現
地

の
方
言
な
ど
多
く
の
領
域
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

　

無
形
文
化
遺
産
と
し
て
、
女
書
習
俗
の
中
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
女
書
は
、
す
で
に
こ
う
し
た
幾
つ
か
の
理
由

に
よ
っ
て
、
口
頭
伝
承
の
重
要
性
が
失
わ
れ
て
お
り
、
女
書
文
字
だ
け
が
現
在
様
々
な
形
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
。
あ
く
ま
で
も
女
書
文
字
が
中
心
と
な
り
、
原
生
態
女
書
の
特
徴
で
あ
る
口
頭
性
は
消
え
て
い
る
。

　

で
は
、
以
下
の
事
例
を
通
し
て
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
の
「
女
書
習
俗
」
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

写
真
三
は
、
二
〇
一
〇
年
に
北
京
で
開
か
れ
た
「
女
書
フ
ォ
ー
ド
基
金
終
了
式（

（3
（

」
で
、
周
碩
沂
の
妹
周
恵
娟（

（3
（



二
〇
二

（
一
九
四
五
年
生
）
が
、
大
会
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
書
道
の
女
書
文
字
で
書
か
れ
た
「
合
家
歓
楽
」（
一

家
団
欒
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
韻
文
で
は
な
い
の
で
、
当

然
吟
唱
は
で
き
な
い
。
も
ら
っ
た
人
に
は
方
言
で
読
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
読
む
が
、
標
準
語
で

意
味
を
教
え
る
だ
け
の
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、

四
文
字
熟
語
や
格
言
、
ま
た
は
好
き
な
言
葉
を
女
書
文

字
で
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　

写
真
四
は
、
国
家
級
女
書
伝
承
者
何
静
華（

（3
（

（
女
書
を

書
い
て
い
る
女
性
）
が
、
江
永
県
党
委
書
記
（
共
産
党

委
員
会
書
記
長
、
写
真
の
中
央
に
立
っ
て
い
る
背
が
高

い
男
性
）
を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
に
、
横
断
幕
に
女

書
文
字
で
「
我
們
的
好
書
記
」（
わ
れ
わ
れ
の
良
き
書

記
長
）
を
書
い
て
披
露
す
る
場
面
で
あ
る
。
筆
者
が
何

静
華
に
、
こ
の
女
書
作
品
は
歌
う
の
か
と
尋
ね
る
と
、

写
真
三
（
筆
者
撮
影
）、
女
書
の
横
書
き
の
掛
け
物
、

右
か
ら
「
合
家
歓
楽
」



二
〇
三

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

「
こ
れ
は
歌
わ
な
い
。
視
察
団
に
は
方
言
が
わ
か
ら
な

い
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
方
言
と
官
話
（
標
準
語
）
で

読
ん
だ
だ
け
」、
ま
た
「
み
ん
な
が
見
た
い
の
は
女
書

文
字
だ
け
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

女
書
作
品
は
贈
呈
品
と
し
て
外
交
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
江
永
県
政
府
の
依
頼
を
受
け
て
女
書
伝
承
者

蒲
麗
娟（

（3
（

は
女
書
文
字
で
書
い
た
「
消
除
對
婦
女
歧
視
宣

言
」（
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
に

関
す
る
条
約Convention on the Elim

ination of 

A
ll Form

s of D
iscrim

ination against W
om

e

（
（3
（n

）

国
連
ウ
ィ
メ
ン
（U

nW
om

en

）
に
贈
呈
す
る
巻
物
を

作
成
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
韻
文
で
は
な
く
、
吟
唱
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
一
二
年
四
月
中
旬
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
「
中
文

日
―
女
書
習
俗
展（

（3
（

」（
中
国
デ
ー
―
―
女
書
習
俗
展
）

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
中
国
女
書
文
化
交
流
代
表
団
が
国
連

写
真
四
（
何
静
華
寄
贈
）、
女
書
文
字
の
横
断
幕
、
右

か
ら
「
我
們
的
好
書
記
」



二
〇
四

に
女
書
文
字
で
書
い
た「
聯
合
國
憲
章
序
言（Pream

ble of the Charter of the U
nited N

ation

（
（3
（s

）」を
贈
っ

て
い
る
。
二
〇
一
六
年
四
月
十
九
日
に
中
国
代
表
団
は
国
連
に
女
書
の
巻
物
「
世
界
人
権
宣
言
（U

niversal 

D
eclaration of H

um
an Right

（
（4
（s

）」
を
贈
呈
し
、二
〇
一
七
年
五
月
十
三
日
、北
京
で
開
か
れ
た
「
一
帯
一
路
」

国
際
会
議
で
は
、
中
国
国
務
院
副
総
理
劉
延
東
が
ユ
ネ
ス
コ
の
事
務
局
長
イ
リ
ナ
・
ボ
コ
ヴ
ァ
（Irina 

Bokova
）に「
文
明
交
流
互
鑒
」（
文
明
交
流
相
互
学
習
）の
女
書
書
道
作
品
を
贈
呈
し
た
。
い
ず
れ
も
非
韻
文
、

非
女
書
歌
の
女
書
文
字
作
品
で
あ
り
、
内
容
も
女
性
の
風
習
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
現
地
の
女
性
が
主
役
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
央
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
が
主
催
し
た
「
社
区
英
雄
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヒ
ー
ロ
ー
）
と
い
う
団
地
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
番
組
で
あ
っ
た
。
江
永
県
は
女
書
習
俗
を
テ
ー
マ
に
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
政
府
の
応
援
の
も

と
、
国
家
級
伝
承
者
で
あ
る
何
静
華
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
「
千
人
女
書
広
場
ダ
ン
ス
」
が
誕
生
し
た
（
写

真
五
参
照
）。

　

写
真
五
は
踊
り
の
最
後
の
形
だ
そ
う
で
、
扇
子
の
形
の
中
に
、
右
か
ら
女
書
文
字
の
「
女
書
」
と
い
う
二
文

字
が
作
り
あ
げ
ら
れ
た
。
審
査
の
結
果
、
世
界
唯
一
の
女
書
文
字
の
ダ
ン
ス
は
も
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

並
ん
で
優
勝
を
勝
ち
取
り
、賞
金
五
十
万
人
民
元
の
半
分
の
二
五
万
元
（
四
〇
〇
万
円
相
当
）
を
手
に
入
れ
た
。

　

前
述
し
た
の
は
す
べ
て
政
府
の
指
示
の
も
と
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
れ
が
手
引
き
に
な
っ
た
よ

う
に
、二
〇
一
七
年
七
月
一
日
中
国
共
産
党
の
建
立
記
念
日
に
、女
書
伝
承
者
蒲
麗
娟
は
十
万
字
に
も
上
る
「
党



二
〇
五

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

章（
（4
（

」（
党
の
規
約
）
の
女
書
文
字
巻
物
を
書
き
上
げ
た
。

江
永
県
の
テ
レ
ビ
番
組
は
こ
の
女
書
文
字
で
書
か
れ

た
「
党
章
」
と
蒲
が
女
書
園
の
女
書
学
堂
（
写
真
六
参

照
）
で
「
党
章
」
を
女
書
文
字
で
教
え
る
シ
ー
ン
を
放

映
し
、
大
い
に
称
讃
し
た
。
ま
た
、
そ
の
上
級
機
関
で

あ
る
永
州
市
人
民
政
府
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
蒲
が
書

き
上
げ
た
党
章
の
写
真
を
載
せ
て
宣
伝
し
た
。

　

以
上
の
数
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
今
の
女
書
が
、

無
形
文
化
遺
産
と
し
て
申
請
し
た
当
時
の
現
地
女
性

の
生
活
に
息
づ
い
て
い
た
立
体
的
な
「
女
書
習
俗
」
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
原
生
態
女
書
の
本

質
と
も
言
え
る
「
女
性
に
関
連
す
る
風
習
」「
女
性
の

心
の
叫
び
」「
女
性
同
士
の
感
情
交
流
」
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
見
え
て
こ
な
い
。

五
、「
女
書
習
俗
」
を
め
ぐ
る
問
題
点
　

写
真
五
（
何
静
華
寄
贈
）、「
千
人
女
書
広
場
ダ
ン
ス
」

（
扇
子
の
中
は
、
右
か
ら
「
女
書
」）



二
〇
六

　

前
章
ま
で
で
、
現
在
の
女
書
が
本
質
と
か
け
離
れ
て

変
容
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
現
在
の
女
書
習

俗
の
中
に
、
か
つ
て
の
女
性
同
士
の
感
情
交
流
は
す
で

に
見
ら
れ
な
い
。
女
書
の
風
習
が
消
え
た
後
、
研
究
者

の
手
に
よ
っ
て
復
活
し
た
女
書
は
、
女
書
を
介
し
て
の

双
方
向
だ
っ
た
感
情
の
交
流
は
な
く
な
り
、
一
方
通
行

の
ま
ま
、
女
書
文
字
と
し
て
作
品
集
に
収
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
声
に
出
し
て
吟
唱
し
て
も
、
そ
れ
を
聞

い
て
気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
相
手
の
存
在
も
な
く
、
次

第
に
、
自
分
の
言
葉
で
は
な
い
歌
を
女
書
文
字
で
写
し

取
っ
た
、
吟
唱
し
な
い
女
書
作
品
へ
と
変
容
し
て
い
っ

た
。
現
在
の
女
書
に
は
、
個
人
の
感
情
を
交
換
す
る
場

は
な
い
。
吟
唱
さ
れ
な
い
様
々
な
言
葉
が
女
書
文
字
で

表
現
さ
れ
、
公
に
披
露
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
変
容
の
背
景
に
は
幾
つ
か
の
要
因
が
重
な
り

あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
学
術
研
究

写
真
六
（
筆
者
撮
影
）、
女
書
学
堂
（
二
〇
一
六
年
暑

期
集
中
講
座
の
風
景
）



二
〇
七
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に
惹
か
れ
て
調
査
に
来
る
学
者
や
学
生
、
女
書
文
字
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
来
る
書
道
家
、
女
書
歌
の
内
容
や

吟
唱
に
惹
か
れ
て
来
る
作
家
、
芸
術
家
や
音
楽
家
、
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
女
書
風
習
に
惹
か
れ
て
来
る
映
画
監
督

や
脚
本
家
が
い
た
。
し
か
し
、
現
地
が
期
待
し
て
い
た
経
済
効
果
は
ご
く
数
名
の
女
書
伝
承
者
（
女
書
文
字
を

読
み
書
き
と
女
書
歌
の
吟
唱
が
で
き
る
女
性
）
に
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
で
、
思
い
の
外
地
域
の
活
性
化
に
は
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。
女
書
文
字
を
学
ん
で
み
た
い
女
性
も
増
え
た
が
、
趣
味
の
程
度
で
あ
り
、
女
書
伝
承
者
と

し
て
学
ん
で
い
き
た
い
女
性
が
現
れ
て
い
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
女
書
歌
の
吟
唱
の
音
声
表
現
形
式

は
、
若
年
伝
承
者
に
は
な
じ
み
が
な
い
。
歌
詞
の
声
調
の
抑
揚
に
よ
る
節
回
し
は
、
歌
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
と
比
べ

て
変
化
も
乏
し
い
。
特
に
現
代
音
楽
が
好
ま
れ
る
中
に
お
い
て
、
若
い
女
性
た
ち
が
女
書
の
吟
唱
に
興
味
を
持

つ
こ
と
は
難
し
い
。
加
え
て
、
女
書
歌
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
感
情
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
の
場

で
披
露
す
る
性
格
の
も
の
で
も
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
人
の
好
奇
心
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
漢
字
と
は

異
な
る
珍
し
い
文
字
で
あ
る
女
書
文
字
だ
け
に
な
る
。
女
書
文
字
を
求
め
た
い
、
女
書
文
字
で
綴
っ
た
記
念
品

を
買
い
た
い
、
女
書
作
品
を
飾
り
た
い
と
い
う
要
望
に
の
み
答
え
、
最
終
的
に
は
口
頭
性
を
伴
わ
な
い
「
女
書

文
字
」
と
「
女
書
作
品
」
だ
け
が
残
っ
た
。

　

か
つ
て
の
女
書
習
俗
の
姿
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
再
現
で
き
る
の
は
残
り
二
名
の
年
配
伝
承
者
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
何
艶
新（

（4
（

は
い
ま
で
も
実
生
活
に
お
い
て
女
書
歌
を
作
り
、
昔
の
細
く
て
小
さ
い
「
蚊
形

字
」で
綴
り
、気
が
合
う
女
性
や
女
書
研
究
者
た
ち
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。（
写
真
七
参
照
）
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こ
う
し
た
日
常
の
生
活
の
中
で
女
書
に
よ
る

交
流
が
し
て
い
け
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
本
来
の
女

書
習
俗
を
伝
承
し
て
い
く
形
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
女
書
習
俗
か
ら
こ
の
口

頭
性
を
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
後
を
引
き
継

ぐ
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
女

書
習
俗
に
と
っ
て
の
本
当
の
危
機
で
は
な
い
か

と
常
に
感
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

歴
史
の
変
遷
と
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
れ
て
、

人
類
の
生
活
も
そ
れ
に
伴
う
文
化
も
変
容
し
て

い
く
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
現
象
で
あ
る
。「
問

題
は
文
化
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
語
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」
と
日
本
の
文
化
人
類
学
者
太
田

好
信
が
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
つ
ま
り
、
現
在
あ
る
文

写
真
七
（
筆
者
撮
影
）、
何
艶
新
が
筆
者
に
再
会
し
た

気
持
を
歌
に
し
て
、
そ
れ
を
女
書
文
字
で
書
い
て
い
る
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化
を
、
過
去
に
存
在
し
た
「
純
粋
な
文
化
」
が
外
部
の
影
響
に
よ
り
消
え
去
っ
て
い
く
も
の
と
み
る
か
、
そ
れ

と
も
外
部
の
文
化
を
貪
欲
に
取
り
込
ん
だ
新
し
い
文
化
が
発
生
し
て
い
る
状
況
と
し
て
み
る
の
か
で
あ
る
。
太

田
は
前
者
を
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ッ
ク
（entropic

）
な
語
り
口
」、
後
者
を
「
発
生
の
語
り
口
（narrative of 

em
ergence

）」
と
呼
ん
で
い
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
太
田
が
言
う
「
発
生
な
語
り
口
」
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
ユ
ネ

ス
コ
の
「
条
約
」
の
実
施
で
あ
ろ
う
。「
世
界
遺
産
の
登
録
は
文
化
の
「
客
体
化
」
や
「
資
源
化
」
の
動
き
を

加
速
さ
せ
て
、
各
国
の
「
文
化
政
策
が
遺
産
を
利
用
し
て
新
た
な
「
国
民
文
化
」
を
生
成
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
活
性
化
さ
せ
て
き
た（

（4
（

」
と
鈴
木
は
指
摘
し
て
い
る
（
鈴
木
正
崇
、
二
〇
〇
五
、
ⅲ
頁
）。

　

本
稿
で
は
、「
女
書
習
俗
」
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
女
書
の
発
見
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
女
書
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
を
追
う
と
と
も
に
、
そ
の
問
題
点
を
考
察
し
て
き
た
。
無
形
文
化
遺
産
の
申
請
時
に
「
立

体
的
に
と
ら
え
た
一
連
の
文
化
現
象
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
後
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
女
書
習
俗
」
の

実
態
の
う
ち
、
か
つ
て
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
女
書
文
字
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
女
書

文
字
は
世
界
唯
一
の
性
別
文
字
と
し
て
の
貴
重
性
や
そ
の
文
字
の
形
状
に
現
れ
る
芸
術
性
な
ど
は
み
な
素
晴

ら
し
い
文
化
遺
産
で
あ
り
、
保
護
・
伝
承
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
数
百
年
も
使
わ
れ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
書
に
そ
の
存
在
さ
え
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
女
性
の
文
字
が
、
い
ま
で
は
男
性
か
ら

も
興
味
を
持
た
れ
、
さ
ら
に
国
家
機
関
が
そ
の
作
品
を
外
交
の
贈
答
品
と
し
て
い
る
こ
と
は
実
に
誇
ら
し
い
こ

と
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
「
女
書
習
俗
」
の
あ
り
か
た
は
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
保
護
・
伝
承
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し
て
い
く
べ
き
本
来
の
「
女
書
習
俗
」
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
、
こ
う
し
た
変
化
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
女
書
伝
承
地
域
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。

以
前
は
女
書
伝
承
地
域
の
女
性
で
あ
れ
ば
、
女
書
歌
の
創
作
や
歌
い
方
、
あ
る
い
は
女
書
文
字
の
書
き
方
な
ど

の
上
手
下
手
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
女
書
伝
承
の
主
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
政
府
が
認
定
制
度
を
設
け

た
こ
と
に
よ
り
、
女
書
伝
承
者
と
認
め
ら
れ
る
の
は
政
府
の
審
査
を
経
て
認
定
さ
れ
る（

（4
（

ご
く
少
数
の
女
性
の
み

に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
は
、
女
性
同
士
が
互
い
に
慰
め
合
う
た
め
の
媒
体
で
あ
っ
た

は
ず
の
女
書
が
、
認
定
さ
れ
た
女
書
伝
承
者
の
間
で
は
仕
事
の
対
象
と
な
り
、
伝
承
者
同
士
が
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
競
い
合
う
対
立
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
上
、
女
書
伝
承
者
と
し
て
本
格
的
に
女
書
を
学
ぶ
若
い
女
性
も

現
わ
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伝
承
者
を
育
成
す
る
は
ず
の
試
み
が
か
え
っ
て
後
継
者
不
足
に
つ

な
が
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

中
国
江
永
県
の
女
書
習
俗
を
ぜ
ひ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
保
護
及
び
伝
承
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、「
無
形
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
女
書
習
俗
の
何
を
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
保
護
・
伝
承

を
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注
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（
１
）
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
に
よ
り
承
認
さ
れ
、「
文
化
部
」（
文
化
省
）
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
且
つ
公
布
さ
れ
た
。
シ

リ
ア
ル
番
号
五
一
七
、
通
し
番
号
Ｘ
―
六
十
九
。

（
２
）
一
九
五
〇
年
代
以
後
に
行
わ
れ
た
様
々
な
革
命
運
動
を
い
う
。
特
に
一
九
六
六
年
か
ら
七
六
年
ま
で
行
わ
れ
た
「
文

化
大
革
命
運
動
」
で
あ
る
。

（
３
）
文
書
資
料
類
有
形
文
化
財
の
認
定
を
受
け
た
档
案
文
献
を
登
録
す
る
「
遺
産
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
第
一
回
目
に
認
定

さ
れ
た
档
案
文
献
は
計
四
十
八
件
で
あ
っ
た
。

（
４
）
歌
詞
の
声
調
に
対
応
す
る
楽
音
で
節
回
し
す
る
音
声
表
現
形
式
。

（
５
）
中
国
の
古
い
時
代
に
母
か
ら
娘
へ
、
姑
か
ら
嫁
へ
と
代
々
伝
わ
る
糸
紡
ぎ
、
機
織
り
、
裁
縫
、
刺
繍
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
の
手
芸
技
術
の
こ
と
。

（
６
）
江
永
県
一
帯
で
女
性
が
結
婚
す
る
三
日
前
か
ら
、
村
の
女
性
た
ち
が
寺
や
花
嫁
の
家
の
居
間
な
ど
に
集
ま
り
、
花
嫁

と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
歌
を
三
日
三
晩
歌
い
続
け
る
風
習
。

（
７
）
花
嫁
が
嫁
い
だ
三
日
目
に
実
家
の
家
族
や
義
理
姉
妹
が
花
婿
の
家
へ
お
祝
い
の
品
を
持
っ
て
行
き
、
花
嫁
を
連
れ
戻

す
風
習
が
あ
る
。
そ
の
際
に
花
婿
家
の
人
々
の
前
で
女
書
歌
を
吟
じ
、
そ
の
歌
を
女
書
文
字
で
記
し
た
小
冊
子
（「
三
朝

書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
お
祝
い
の
品
と
と
も
に
渡
す
。　

（
８
）
現
地
の
風
習
の
一
つ
で
あ
る
。
互
い
に
血
縁
関
係
が
な
い
が
、
実
の
姉
妹
よ
り
も
仲
の
良
い
女
性
と
義
理
の
姉
妹
関

係
を
結
び
、
針
仕
事
を
す
る
と
き
も
遊
ぶ
と
き
も
外
出
す
る
と
き
も
常
に
一
緒
に
い
る
ほ
ど
の
強
い
契
り
で
あ
る
。
日

本
で
は
義
理
姉
妹
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
曾
継
梧
『
湖
南
各
県
調
査
筆
記
（
上
）』
長
沙
和
鍵
印
刷
公
司
、
中
華
民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
年
）、
九
九
頁
。

（
10
）
女
書
伝
承
地
域
出
身
の
女
書
研
究
者
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
女
書
資
料
を
収
集
し
、
女
書
文
字
の
読
み
書
き
と
女
書

歌
の
吟
唱
が
堪
能
な
の
で
、
女
書
研
究
に
携
わ
る
学
者
が
収
集
し
た
女
書
作
品
の
本
字
訳
は
ほ
と
ん
ど
周
に
よ
る
も
の
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で
あ
る
。

（
11
）
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
、
一
九
七
七
年
逝
去
。
享
年
七
十
歳
。
江
永
県
上
江
墟
鎮
普
美
村
出
身
。
女
書
文
字
の
読
み
書

き
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
「
女
歌
」（
女
性
の
間
で
伝
わ
っ
た
歌
）
を
た
く
さ
ん
知
り
、
女
書
歌
の
創
作
も
で

き
、
結
交
姉
妹
も
数
名
い
た
と
い
う
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
直
後
に
発
見
さ
れ
た
女
書
達
人
で
あ
り
、
原
生
態
女
書

の
実
態
を
知
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

（
12
）
一
九
五
七
年
に
中
国
で
行
わ
れ
た
、
中
国
共
産
党
の
政
策
に
批
判
的
な
知
識
人
を
摘
発
す
る
政
治
運
動
。
主
に
文

化
・
教
育
・
報
道
部
門
の
幹
部
が
「
右
派
分
子
」
と
し
て
追
放
さ
れ
た
。
文
革
後
の
一
九
七
八
年
、
党
中
央
は
運
動
の

行
き
過
ぎ
を
認
め
、
名
誉
回
復
を
は
か
っ
た
。

（
13
）『
中
南
民
族
学
院
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
一
九
八
三
年
（
三
）、
一
二
二
～
一
二
八
頁
。

（
14
）
宮
哲
兵
編
著
『
女
書
―
―
世
界
唯
一
的
女
性
文
字
』（
女
書
―
―
世
界
に
唯
一
の
女
性
文
字
）
婦
女
新
知
基
金
会
出
版

部
、
中
華
民
国
八
十
年
（
一
九
九
一
年
）。

（
15
）
謝
志
民
『
江
永
「
女
書
」
之
謎
』
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
16
）
趙
麗
明
主
編
『
中
国
女
書
集
成
―
―
一
種
奇
特
的
女
性
文
字
資
料
総
彙
』 

清
華
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

（
17
）
自
然
科
学
で
は
生
ま
れ
た
と
き
の
状
態
の
ま
ま
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国

が
成
立
す
る
前
ま
で
の
状
態
を
指
す
。　

（
18
）
一
九
〇
九
年
生
ま
れ
、
二
〇
〇
四
年
逝
去
。
享
年
九
十
五
歳
。
江
永
県
上
江
墟
陽
家
村
出
身
。
中
華
人
民
共
和
国
成

立
ま
で
の
四
〇
年
間
は
原
生
態
女
書
の
環
境
で
過
ご
し
、
結
交
姉
妹
が
四
人
い
た
と
い
う
。

（
19
）
結
婚
後
三
日
目
に
、
花
嫁
の
女
性
親
族
や
結
交
姉
妹
か
ら
贈
ら
れ
る
女
書
文
字
で
綴
っ
た
お
祝
い
の
歌
が
書
か
れ
た

小
冊
子
を
指
す
。
結
婚
前
の
花
嫁
の
人
徳
が
渡
さ
れ
る
三
朝
書
の
数
に
反
映
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
注
（
７
）
参
照
。

（
20
）
花
嫁
が
結
婚
後
、
実
家
に
戻
っ
て
暮
ら
し
、
夫
の
家
に
は
農
繁
期
か
祭
日
に
し
か
行
か
ず
，
出
産
後
夫
の
家
に
引
き
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移
る
風
習
で
あ
る
。

（
21
）
中
国
湖
南
省
か
ら
雲
南
省
、
東
南
ア
ジ
ア
北
部
な
ど
の
山
岳
地
帯
に
か
け
て
広
範
囲
に
わ
た
り
分
布
す
る
少
数
民
族

で
あ
る
。
女
書
伝
承
地
域
に
混
住
す
る
ヤ
オ
族
は
漢
語
方
言
を
話
す
「
平
地
ヤ
オ
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
22
）
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
、
一
九
九
一
年
逝
去
。
享
年
八
十
四
歳
。
江
永
県
棠
下
村
出
身
。
胡
慈
珠
の
結
交
姉
妹
の
一
人

で
あ
る
。
女
書
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
漢
字
も
知
っ
て
お
り
、
女
書
歌
の
創
作
が
得
意
で
、
自
分

の
歌
以
外
に
、
女
書
文
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
書
い
て
あ
げ
た
り
も
し
た
と
い
う
。
八
十
年
代
に
発
見
さ
れ
た
女

書
達
人
の
一
人
で
、
学
者
の
調
査
に
協
力
し
、
長
い
女
書
歌
を
十
数
首
も
創
作
し
、
九
十
年
代
初
期
の
女
書
資
料
集
に

大
き
く
貢
献
し
た
一
人
で
あ
る
。

（
23
）『
中
国
女
文
字
研
究
』
遠
藤
織
枝
著
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
頁
。

（
24
）『
中
国
女
書
集
成
』
趙
麗
明
著
、
一
九
九
二
年
、
六
〇
～
六
二
頁
。

（
25
）
現
地
の
女
性
が
農
暦
五
月
十
日
か
ら
十
三
日
の
間
に
、「
花
山
」
と
い
う
山
に
位
置
す
る
「
花
山
廟
」
で
自
分
た
ち
の

女
神
「
姑
婆
神
」
を
祭
る
行
事
で
あ
る
。

（
26
）
江
永
県
に
伝
わ
る
伝
説
の
非
宗
教
女
神
で
あ
る
。
こ
の
女
神
は
女
書
文
字
が
読
め
る
の
で
、
女
書
文
字
に
綴
っ
た
願

い
事
は
早
く
叶
う
と
伝
わ
っ
て
い
る
。（
白
庚
勝
等
主
編
、
中
国
民
間
口
頭
与
非
物
質
文
化
遺
産
推
介
叢
書
、
劉
忠
華
主

編
『
閨
中
奇
跡
―
―
中
国
女
書
』
二
〇
〇
五
年
、
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
四
八
頁
、
筆
者
意
訳
）

（
27
）
一
九
〇
二
生
ま
れ
、
一
九
九
〇
年
逝
去
。
享
年
八
十
八
歳
。
江
永
県
上
江
墟
鎮
小
普
美
村
出
身
。
八
十
年
代
に
発
見

さ
れ
た
女
書
達
人
の
一
人
で
、
学
者
の
調
査
に
協
力
し
、
原
生
態
の
女
書
歌
以
外
に
、
現
地
の
「
女
歌
」
や
童
謡
、
な

ぞ
な
ぞ
な
ど
を
女
書
文
字
で
綴
り
、
九
十
年
代
初
期
の
女
書
資
料
集
に
大
き
く
貢
献
し
た
一
人
で
あ
る
。
胡
慈
珠
と
義

年
華
な
ど
七
人
の
結
拝
姉
妹
が
い
た
。

（
28
）
趙
麗
明
『
中
国
女
書
合
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
、
第
一
冊
｜
第
五
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
冊
に
は
作
者
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不
明
の
女
書
作
品
で
あ
る
。
六
十
四
点
の
う
ち
、
三
朝
書
六
十
一
点
と
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
間
伝
説
「
祝
英
台
」
は
原

生
態
の
女
書
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
六
十
ニ
番
の
「
太
平
天
国
銅
幣
」
は
贋
作
説
が
あ
り
、
六
十
三
番
の
歌
詞
に
「
電
視
」

（
テ
レ
ビ
）
と
あ
る
の
で
、
八
十
年
代
以
後
の
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
二
冊
は
高
銀
仙
の
巻
、
第
三
冊
は
義
年
華
の
巻
、

第
四
冊
は
陽
煥
宜
の
巻
、
第
五
冊
は
何
艶
新
の
巻
で
あ
る
。

（
29
）
一
九
六
三
年
生
ま
れ
、
江
永
県
上
江
墟
鎮
浦
尾
村
出
身
。
小
さ
い
頃
、
祖
母
が
書
い
た
女
書
文
字
に
興
味
が
あ
り
少

し
教
わ
っ
た
が
、
本
格
的
に
学
ん
だ
の
は
一
九
八
三
年
、
学
者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
祖
母
を
取
材
し
て
以
降
だ
っ
た

と
い
う
。
祖
母
か
ら
習
っ
た
女
書
歌
を
書
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
が
、
女
書
歌
の
創
作
は
、
歌
え
な
い
と
い
う
理
由
で

祖
母
に
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
江
永
県
政
府
に
女
書
伝
承
者
と
認
定
さ
れ
て
か
ら
比
較
的
短
い
歌

を
創
作
し
て
い
る
が
、
数
は
少
な
い
。

（
30
）
二
〇
〇
二
年
に
江
永
県
宣
伝
部
の
管
轄
下
に
お
い
て
成
立
し
、
中
国
語
名
称
は
「
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
中
心
」

で
あ
る
。

（
31
）
二
〇
〇
二
年
に
湖
南
省
江
永
県
浦
尾
村
に
作
ら
れ
た
女
書
資
料
博
物
館
。
二
〇
一
〇
年
に
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ド

財
団
（T

he Ford Foundation
）
の
基
金
援
助
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、「
江
永
生
態
女
書
博
物
館
」
に
改
名
さ
れ
た
。

（
32
）
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
セ
ン
タ
ー
が
制
定
し
た
女
書
伝
承
者
の
基
準
（
女
書
文
字
の
読
み
書
き
及
び
女
書
歌
の

吟
唱
と
創
作
が
で
き
る
）
に
従
っ
て
正
式
に
認
定
さ
れ
る
女
性
。
二
〇
〇
三
年
に
は
陽
煥
宜
・
何
艶
新
・
何
静
華
・
胡

美
月
と
義
運
娟
の
五
名
、
二
〇
〇
八
年
に
は
周
恵
娟
・
蒲
麗
娟
と
胡
欣
の
三
名
が
加
わ
り
、
計
八
名
い
る
。

（
33
）
江
永
県
宣
伝
部
が
「
湖
南
省
婦
女
児
童
活
動
中
心
」、「
湖
南
省
博
物
館
」、「
湖
南
大
学
マ
ル
ク
ス
主
義
学
院
」
と
連

合
し
て
「
江
永
女
書
文
化
記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
起
動
す
る
た
め
に
申
請
し
た
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
基
金

の
交
付
最
終
年
（
二
〇
一
〇
年
）
に
、
北
京
の
崑
崙
飯
店
で
開
か
れ
た
「
女
書
文
化
記
錄
工
程
」
結
項
式
（「
女
書
文
化

記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
式
）。
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（
34
）
一
九
四
一
年
生
ま
れ
、
周
碩
沂
の
実
妹
で
あ
る
。
兄
に
女
書
を
習
い
、
読
み
書
き
と
吟
唱
が
で
き
る
が
、
創
作
は
少

な
い
。

（
35
）
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
、
江
永
県
允
山
鎮
渓
州
尾
村
出
身
。
子
供
の
こ
ろ
上
江
墟
鎮
に
在
住
し
た
叔
母
に
刺
繍
を
習
い

に
行
っ
た
と
き
、
女
書
歌
の
歌
い
方
を
覚
え
た
が
、
女
書
文
字
は
九
十
年
代
に
現
地
の
女
書
研
究
者
周
碩
沂
や
女
書
伝

承
者
何
艶
新
に
教
わ
っ
た
と
い
う
。
女
書
歌
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
36
）
一
九
六
五
年
生
ま
れ
、
国
家
級
女
書
伝
承
者
何
静
華
の
実
娘
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
母
親
及
び
女
書

に
関
連
す
る
資
料
か
ら
女
書
を
習
い
、
十
年
経
っ
た
こ
ろ
に
母
親
の
指
導
の
も
と
で
「
勧
母
親
」（
母
親
を
慰
め
る
）
と

い
う
女
書
歌
を
創
作
し
た
。

（
37
）
一
九
七
九
年
十
二
月
十
八
日
に
、
国
際
連
合
第
三
十
四
回
総
会
で
採
択
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
発
効
し
た
。

（
38
）
二
〇
一
七
年
四
月
十
九
日
か
ら
国
際
連
合
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
事
務
局
で
開
か
れ
た
、
七
年
目
と
な
る
国
連
「
中
国
語
デ
ー
」

を
記
念
す
る
九
日
間
の
展
示
で
あ
る
。

（
39
）
国
際
連
合
憲
章
（Charter of the U

nited N
ations

）、
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い

て
調
印
さ
れ
、
一
九
四
五
年
十
月
二
十
四
日
に
発
効
し
た
。

（
40
）
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
に
第
三
回
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
が
達
成
す
べ

き
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
宣
言
で
あ
る
（
国
際
連
合
総
会
決
議
二
一
七
（
Ⅲ
））。

（
41
）「
中
国
共
产
党
章
程
」（
中
国
共
産
党
規
約
）
の
略
称
で
あ
る
。
最
初
の
「
党
章
」
は
、
一
九
二
二
年
七
月
、
上
海
で

開
か
れ
た
第
二
回
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
第
五
回
全
国
大
会
を
除
い
て
、
毎
回
修

正
し
、
最
新
は
二
〇
一
七
年
七
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
第
十
九
回
全
国
大
会
で
あ
る
。

（
42
）
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
、
湖
南
省
江
永
県
上
江
墟
鎮
河
淵
村
出
身
。
少
女
時
代
に
祖
母
か
ら
女
書
文
字
を
教
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
後
女
書
に
は
四
十
年
以
上
触
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
九
十
年
代
、
女
書
調
査
の
た
め
に
村
を
訪
れ
た
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遠
藤
織
枝
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、
忘
れ
て
い
た
女
書
を
蘇
ら
せ
た
。
多
数
の
女
書
歌
を
創
作
し
て
お
り
、
歌
い

方
も
収
録
さ
れ
て
い
る
昔
の
女
書
伝
承
者
の
歌
に
最
も
近
い
。

（
43
）
太
田
好
信
「
文
化
の
客
体
化
―
―
観
光
を
と
お
し
た
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造
」『
民
族
学
研
究
』
五
十
七

（
四
）、
一
九
九
三
年
、
三
八
五
頁
。

（
44
）
太
田
好
信
「
文
化
の
流
用
（A

ppropriation

）、
あ
る
い
は
発
生
の
物
語
へ
む
け
て
…
柳
宗
悦
と
論
争
の
〈
場
〉
と

し
て
の
言
語
…
」『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要
、
人
文
社
会
科
学
系
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
。

（
45
）
鈴
木
正
崇
『
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産　

過
去
・
現
在
・
未
来
』
慶
應
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
ⅲ

頁
。

（
46
）
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
、
二
〇
一
五
年
五
月
八
日
に
発
効
さ
れ
た
「
江
永
県
“
女
書

伝
人
”
評
選
管
理
方
法
」
は
全
五
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
二
章
「
選
定
条
件
」
で
は
全
十
項
目
あ
る
。
付
録
三
参
照
。

参
考
資
料

・�

飯
田
卓
編
『
文
化
遺
産
と
生
き
る
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年

・�

鈴
木
正
崇
編
『
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産　

過
去
・
現
在
・
未
来
』
慶
應
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
、
二
〇
一
五
年

・�

楊
洋
、
植
田
憲
「
中
国
湖
南
省
江
永
県
地
域
に
お
け
る
伝
統
的
な
針
仕
事
の
文
化
―
中
国
に
お
け
る
女
性
の
も
の
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
一
）」『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
』
六
十
一
巻
二
〇
一
五
年 

六
号 

日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会 

六
―
六
十
五

～
七
十
四
頁

・�

楊
洋
、
植
田
憲
「
中
国
湖
南
省
江
永
県
地
域
に
お
け
る
女
書
の
文
化
の
特
質
―
中
国
に
お
け
る
女
性
の
も
の
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
・
研
究
（
二
）」
同
右　

六
―
七
十
五
～
八
十
四
頁
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無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

・�

白
松
強
「
経
済
大
国
か
ら
文
化
大
国
へ 

―
東
ア
ジ
ア
中
日
韓
三
国
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
一
考
察
―
」

『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
五
号 

東
ア
ジ
ア
学
会
機
関
紙　

二
〇
一
四
年

・�

劉
斐
玟
「
女
書
和
女
歌
的
文
化
心
理
情
結
：
従
「
訴
可
憐
」
到
「
歌
功
頌
徳
」」『
同
理
心
、
情
感
与
互
為
主
体
―
―
人
類

学
与
心
理
学
的
対
話
』
劉
斐
玟
等
主
編　

二
〇
一
四
年

・�
劉
正
愛
「
誰
的
文
化
、
誰
的
認
同
」（
誰
の
文
化
、
誰
か
ら
の
認
定
、
筆
者
訳
）『
民
俗
研
究
』
二
〇
一
三
年
第
一
期

・�

七
海
ゆ
み
子
『
無
形
文
化
遺
産
と
は
何
か
』
彩
流
社
、
二
〇
一
二
年

・�

劉
穎
「
女
書
創
作
作
品
の
メ
ロ
デ
ィ
と
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
―
―
何
艶
新
と
何
静
華
の
歌
を
中
心
に
―
―
」『
成
城
文
藝
』

（
第
一
七
三
号
）
二
〇
一
一
年
、
八
四
～
一
〇
五
頁

・�

劉
穎
「
女
書
伝
承
者
何
艶
新
の
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
と
リ
ズ
ム
―
―
女
書
の
音
階
と
リ
ズ
ム
の
検
証
―
―
」『
世
界
を
つ
な
ぐ

こ
と
ば
』
遠
藤
織
枝
・
小
林
美
恵
子
・
桜
井
隆
編
著
、
三
元
社
、
二
〇
一
〇
年
、
五
八
九
～
六
一
四
頁

・�

遠
藤
織
枝
等
編
著
『
消
え
ゆ
く
文
字　

中
国
女
も
字
の
世
界
』
三
元
社
、
二
〇
〇
九
年

・�

劉
穎
「
女
書
文
化
伝
承
に
お
け
る
言
語
的
条
件
―
―
方
言
の
官
話
化
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」『
成
城
文
藝
』
第
二
一
三
号
、

二
〇
一
〇
年
、
二
十
二
～
五
十
六
頁

・�

馮
彤
「
中
国
の
無
形
文
化
財
の
保
護
に
対
す
る
一
考
察
」『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
三
号
、
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ

ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三
七
～
一
四
七
頁

・�

黄
雪
貞
「
女
書
唱
詞
的
音
変
」『
女
書
的
歴
史
与
現
状
』
遠
藤
織
江
・
黄
雪
貞
主
編
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
、
二
十
四
～
三
十
一
頁

・�

劉
穎
「
女
書
伝
承
作
品
の
メ
ロ
デ
ィ
に
つ
い
て
―
―
創
作
作
品
と
の
比
較
を
中
心
に
―
―
」『
成
城
文
藝
』（
第
一
八
九

号
）
二
〇
〇
五
年
、
八
十
四
～
九
十
五
頁

・�

遠
藤
織
枝
『
中
国
女
文
字
研
究
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
三
年



二
一
八

・�

羅
婉
儀
『
一
冊
女
書
筆
記
』
新
婦
女
協
進
会
、
二
〇
〇
三
年

・�

遠
藤
織
枝
「
中
国
女
文
字
と
そ
の
魅
力
」（『
ユ
リ
イ
カ 

詩
と
批
評
』
青
土
社
、
一
九
九
八
年
、
五
月
号
、
七
十
七
～
八

十
五
頁

・�
遠
藤
織
枝
『
中
国
の
女
文
字
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年

・�
宮
哲
兵
『
女
性
文
字
与
女
性
社
会
』
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年

付
録
一
、「
一
歳
女　

手
上
珠
」（
羅
婉
儀
『
一
冊
女
書
筆
記
』
二
〇
〇
三
年
、
二
五
〇
頁
、
筆
者
訳
）

　

一
歲
女
、
手
上
珠　
　
　

一
歳
の
娘
は
掌
に
持
つ
宝
石
の
よ
う
で
あ
り

　

二
歲
女
、
裙
脚
櫻　
　
　

二
歳
の
娘
は
母
親
の
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
掴
ん
で
離
れ
な
い

　

三
歲
學
行
學
走
路　
　
　

三
歳
で
は
よ
ち
よ
ち
歩
く
の
を
学
習
し

　

四
歲
提
籃
進
菜
園　
　
　

四
歳
で
は
籠
を
下
げ
て
親
に
つ
い
て
菜
園
に
入
る

　

五
歲
和
婆
搞
把
葉　
　
　

五
歳
で
は
婆
ち
ゃ
ん
を
真
似
て
茶
の
葉
を
焙
じ

　

六
嵗
燒
火
替
爺
娘　
　
　

六
歳
で
は
親
に
手
伝
っ
て
炊
事
の
火
を
起
こ
す

　

七
歲
籬
上
積
細
雜　
　
　

七
歳
で
は
細
い
竹
で
垣
根
を
編
ん
で
み
た
り
し
て

　

八
歲
上
車
紡
細
紗　
　
　

八
歳
で
は
初
め
て
糸
よ
り
車
で
細
い
糸
を
紡
い
だ
り
す
る

　

九
歲
裁
衣
學
做
起　
　
　

九
歳
で
は
洋
服
の
裁
縫
を
学
び
始
め

　

十
歲
拿
針
不
問
人　
　
　

十
歳
で
は
針
仕
事
が
も
う
一
人
前
で
あ
る

　

十
一
結
籬
還
結
錦　
　
　

十
一
歳
で
は
竹
の
垣
根
も
、
錦
織
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

　

十
二
飄
紗
勝
過
人　
　
　

十
二
歳
で
は
糸
を
紡
ぐ
の
が
誰
よ
り
も
う
ま
く
で
き
る

　

十
三
梳
頭
軟
繞
界　
　
　

十
三
歳
で
は
髪
を
梳
か
し
な
が
ら
緩
く
結
び



二
一
九

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

　

十
四
梳
出
把
烏
雲　
　
　

十
四
歳
で
は
髪
を
「
黒
雲
結
」
に
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る

　

十
五
正
當
爺
的
女　
　
　

十
五
歳
で
は
親
が
自
慢
で
き
る
一
人
前
の
娘
に
育
ち

　

十
六
媒
人
撥
不
開　
　
　

十
六
歳
で
は
仲
人
が
次
か
ら
次
へ
と
訪
れ
て
く
る

　

十
七
接
了
郎
茶
送　
　
　

十
七
歳
で
は
男
性
の
家
か
ら
の
結
納
を
収
め

　

十
八
我
爺
辦
嫁
妝　
　
　

十
八
歳
で
は
親
が
嫁
入
り
道
具
を
用
意
し
て
く
れ
る

　

十
九
台
頭
宗
婦
位　
　
　

十
九
歳
で
は
「
婦
位
」（
嫁
ぐ
際
に
両
親
と
兄
弟
に
送
る
靴
）
を
用
意
し

　

二
十
上
廳
贈
謝
爺　
　
　

二
十
歳
で
は
居
間
に
あ
が
り
、
親
の
恩
に
礼
を
申
し
あ
げ
る

　
　

な
お
、
付
録
一
、
付
録
二
の
本
字
に
は
筆
者
が
修
訂
し
た
箇
所
が
あ
る
。

付
録
二
、「
十
二
月
老
同
歌
」（
同
付
録
一
、
二
五
二
頁
、
筆
者
訳
）

正
月
新
年
好
過
日　
　

正
月
新
年
は
め
で
た
く
過
ご
し
、

一
家
遙
遙
沒
點
憂　
　

家
族
は
悠
々
自
適
で
憂
い
は
な
い

二
月
時
來
百
樹
發　
　

二
月
に
な
る
と
木
々
が
芽
を
出
し
て
、

柏
樹
綠
來
正
是
香　
　

木
々
の
葉
は
新
緑
に
な
り
香
が
漂
っ
て
い
る

三
月
楊
梅
金
色
轉　
　

三
月
は
ヤ
マ
モ
モ
が
黄
金
色
に
な
り
、

世
世
到
來
同
共
雙　
　

結
交
姉
妹
同
士
が
集
っ
て
き
て
賑
わ
う

四
月
春
緊
急
忙
做　
　

四
月
は
春
の
工
作
で
忙
し
く
、

邀
世
收
車
做
事
情　
　

誘
い
合
う
の
も
止
め
て
手
伝
い
す
る

五
月
熱
天
日
色
炎　
　

五
月
は
暑
く
て
日
差
し
が
強
い
、

世
在
高
樓
秀
色
全　
　

互
い
に
二
階
に
集
ま
り
、
刺
繍
の
糸
も
い
ろ
い
ろ
揃
っ
て
い
る



二
二
〇

六
月
日
長
好
耍
樂　
　

六
月
は
日
が
長
く
て
行
楽
日
和
、

一
對
鴛
鴦
不
成
行　
　

鴛
鴦
の
刺
繍
も
仕
上
げ
な
い
ま
ま
遊
ん
で
し
ま
う

七
月
一
齊
休
針
綫　
　

七
月
は
一
斉
に
女
紅
を
休
み
、

不
得
陪
齊
做
一
針　
　

あ
な
た
と
一
緒
に
針
仕
事
で
き
な
い

八
月
人
人
接
客
到　
　

八
月
は
次
か
ら
次
へ
と
仲
人
が
訪
れ
、

世
在
高
樓
眼
淚
飄　
　

姉
妹
は
二
階
の
部
屋
で
涙
を
流
し
た

九
月
一
齊
升
車
紡　
　

九
月
は
皆
で
集
り
、
機
織
り
を
し
、

想
著
我
身
不
遠
啦　
　

嫁
ぐ
日
は
遠
く
な
い
の
だ
と
考
え
な
が
ら

十
月
霜
風
樹
落
葉　
　

十
月
は
霜
が
降
り
風
も
吹
い
て
葉
も
落
ち
、

可
憐
兩
人
不
得
歡　
　

可
哀
想
に
姉
妹
二
人
は
楽
し
い
気
持
ち
に
な
れ
な
い

十
一
月
天
鵝
沉
海
上　

十
一
月
は
白
鳥
が
海
上
に
辿
り
つ
き
、

不
知
姑
娘
在
哪
方　
　

嫁
ぐ
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う

好
的
少
年
離
路
遠　
　

良
い
少
年
は
遠
く
へ
旅
立
ち
、

好
的
梅
花
開
不
全　
　

良
い
梅
の
花
は
一
斉
に
は
咲
か
な
い

梅
花
不
全
亦
一
朵　
　

梅
の
花
は
満
開
で
は
な
く
て
も
一
つ
は
一
つ
、

世
不
團
圓
亦
一
雙　
　

あ
な
た
と
一
緒
に
い
な
く
て
も
姉
妹
は
姉
妹
だ
よ

十
二
月
攏
年
盡
完
事　

十
二
月
で
縁
談
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
、

再
要
來
年
緊
用
心　
　

来
年
か
ら
は
気
を
利
か
せ
て
振
舞
わ
な
い
と
さ

付
録
三
、「
江
永
県
女
書
伝
承
者
選
定
管
理
方
法
（
試
行
）」
の
「
第
二
章
評
選
条
件
」（
選
定
条
件
）



二
二
一

無形文化遺産としての「女書習俗」をめぐる問題点

　

二
〇
〇
三
年
に
江
永
県
宣
伝
部
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
後
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
中
心
に
よ
り
修
正
さ
れ
、
二
〇
一

五
年
五
月
八
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

（
一
）
热
爱
家
乡
、
尊
老
爱
幼
、
睦
邻
友
善
、
思
想
素
质
高
；

（
二
）
遵
守
国
家
法
律
法
规
、
无
违
反
法
律
法
规
和
村
规
民
约
行
为
；

（
三
）
能
认
读
、
正
确
书
写
三
○
○
个
以
上
的
原
生
态
女
书
字
（
在
解
放
前
的
佚
名
女
书
原
件
中
出
现
的
字
、
且
熟
练
掌
握

女
书
字
的
笔
划
、
笔
序
及
行
款
方
式
、
正
确
书
写
女
书
；

（
四
）
能
认
读
、
背
五
篇
以
上
女
书
典
型
原
件
、
并
能
理
解
原
件
作
品
中
体
现
的
女
书
思
想
特
性
。

（
五
）
会
唱
十
二
首
以
上
女
歌
、
并
能
说
明
每
首
女
歌
使
用
的
背
景
；

（
六
）
能
按
照
女
书
流
传
的
作
品
格
式
创
作
一
篇
女
书
作
品
、
并
能
按
传
统
的
装
饰
格
式
完
成
作
品
的
女
书
包
装
；

（
七
）
能
按
照
传
统
的
格
式
制
作
两
件
女
红
作
品
（
刺
绣
、
织
锦
等
）
；

（
八
）
较
全
面
的
了
解
女
书
的
相
关
民
俗
活
动
；

（
九
）
积
极
传
承
女
书
、
愿
意
把
自
己
掌
握
的
女
书
知
识
无
保
留
的
传
授
他
人
；

（
十
）
自
觉
服
从
江
永
县
女
书
文
化
研
究
管
理
中
心
的
领
导
和
管
理
、
愿
意
跟
所
有
女
书
传
人
共
享
自
己
所
掌
握
的
女
书
资

料
。

日
本
語
訳
（
筆
者
に
よ
る
）

（
一
）
故
郷
を
愛
し
、
老
人
を
尊
重
し
、
子
供
を
愛
護
し
、
近
隣
と
親
し
く
つ
き
合
い
、
思
想
が
優
れ
、
豊
か
な
素
養
が
あ

る
。

（
二
）
国
の
法
律
と
法
規
を
遵
守
し
、
そ
の
法
律
と
法
規
及
び
村
規
と
民
約
に
違
反
し
た
行
為
は
な
い
。

（
三
）
原
生
態
の
女
書
文
字
（
中
華
人
共
和
国
以
前
に
書
か
れ
た
著
者
名
不
明
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
女
書
作
品
に
出
て
い
る
文
字
）



二
二
二

を
三
〇
〇
字
以
上
マ
ス
タ
ー
し
、
且
つ
女
書
文
字
の
筆
画
・
筆
順
・
運
筆
に
習
熟
し
、
正
確
に
女
書
文
字
が
書
け
る
。

（
四
）
典
型
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
女
書
歌
を
五
篇
以
上
解
読
及
び
暗
記
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
原
作
に
具
体
的
に
表
わ
し

て
い
る
女
書
の
特
別
な
思
想
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
五
）
現
地
の
女
性
間
で
伝
わ
っ
た
民
歌
や
民
謡
を
十
二
首
以
上
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
役
目

と
背
景
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
六
）
伝
書
さ
れ
て
き
た
女
書
歌
の
形
式
に
従
い
、
女
書
歌
を
一
首
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
装
飾
様
式

に
従
っ
て
女
書
作
品
の
装
丁
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
七
）
伝
統
的
な
制
作
方
法
に
従
い
、
女
紅
作
品
（
刺
繍
・
シ
ル
ク
の
機
織
り
）
を
二
件
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
八
）
比
較
的
全
面
的
に
女
書
に
関
連
す
る
民
間
風
習
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
九
）
積
極
的
に
女
書
を
伝
承
し
、
自
分
が
習
得
し
た
女
書
に
関
す
る
知
識
を
留
保
す
る
こ
と
な
く
、
喜
ん
で
他
人
に
伝
授

す
る
。

（
十
）
自
発
的
に
江
永
県
女
書
文
化
研
究
管
理
セ
ン
タ
ー
の
指
図
と
管
理
に
服
従
し
、
喜
ん
で
自
分
が
所
有
す
る
女
書
資
料

を
す
べ
て
の
女
書
伝
承
者
と
共
用
す
る
。


